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本 報 告 書 に 記 載 さ れ て い る 内 容 は 、 文 部 科 学 大 臣 の 指 定 を

受 け て 、 学 校 教 育 法 施 行 規 則 第 ５ ７ 条 の ３ （ 第 ６ ５ 条 の ５ 第

２ 項 で 準 用 す る 場 合 も 含 む 。）並 び に 第 ５ ５ 条 及 び 第 ６ ５ 条 の

５ 第 １ 項 で 準 用 す る 第 ２ ６ 条 の ２ に 基 づ き 、 理 数 系 教 育 を 重

点 的 に 実 施 し 、 こ れ に 関 す る 教 育 課 程 等 の 改 善 に 資 す る 実 証

的 資 料 を 得 る た め に 行 っ た も の で す 。  

 
 
 
 



実践報告の発刊にあたって

京都教育大学教育学部附属高等学校

校 長 武蔵野 實

日本人によるノーベル化学賞、物理学賞の受賞があいついだ昨今ですが、一方で、小学

校、中学校の教育現場では理科嫌いが問題となっています。

ノーベル賞の受賞者が幼年の時には野山を駆け回り、自然と接する中で自然科学への興味

を深め、また遊びやその他勉強以外の経験を通して研究への持久力を養っていったという

経験を聞くにつけ、新しい時代の科学研究者・技術者はどのように育つのだろうかと考え

ていました。そのような中で、一昨年夏、文部科学省によって高度な科学技術・理科教育

や数学教育を重点的に実施するための研究指定校スーパーサイエンスハイスクール構想が

打ち出されました。新聞報道の当初から注目をしていましたが、幸い本校全体の教員の思

いも同一であり、附属高等学校の新たな教育への試みとして挑戦する事となりました。

昨年度末では文部科学省のスーパーサイエンスハイスクールの指定校をうけるための申

請書づくりと諸準備が大変で、しかし、指定を受けられるかどうかとは別に新たな理数系

教育の実践を進めることとして、平成１４年度当初から、１学年５クラスのうちの１クラ

スを自然科学コースとして設定し、授業実践に取り組んできました。

幸いにも、文部科学省の指定を受けることができ、また、本学教育学部のみならず京

都大学、京都工芸繊維大学、京都府立大学などの研究者の支援・協力、京都工業会のご支

援も受けることができました。本校の卒業生も多数の科学分野で活躍されていて、そうし

た先人に学ぶチャンスをつくることもできています。

このような強力な支えをもとに本校の教育実践が進められたわけですが、まったく新た

な教科を設定し、かつ大学・研究機関との連携をはかるなど、従来の学校運営に新たに加

えてさまざまな実践を行った１年で、不十分な点が多いのも事実であります。

科学する心をいかに養うのか、科学する能力を高校生はいかに獲得していくのか、現代

。 。に必要な理数系教育とは何か ここにそうした課題に挑戦した１年の報告をまとめました
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